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左
の
三
つ
の
図
の
う
ち
、
最
も
多
様
性

が
高
い
の
は
ど
れ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

生生生生生生生生生生生生生生生生
物物物物物物物物物物物物物物物物
多多多多多多多多多多多多多多多多
様様様様様様様様様様様様様様様様
性性性性性性性性性性性性性性性性
っっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててて
なななななななななななななななな
にににににににににににににににに
？？？？？？？？？？？？？？？？

生
物
多
様
性
っ
て
な
に
？

　
「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を
、
み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

今
年
一
〇
月

に
名
古
屋
で
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

）が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

１０

最
近
よ
く
耳
に
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
そ
の
「
多
様
性
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

正
解
は
（
Ｂ
）
で
す
。
●
や
△
を
一
つ

の 
種 
と
す
る
と
、（
Ａ
）
は
種
類
も
数
も
少

し
ゅ

な
く
、
多
様
で
は
な
い
で
す
ね
。（
Ｃ
）
は

数
は
多
い
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
多
い
の

は
▼
ば
か
り
で
、
他
の
種
は
も
し
か
し
た

ら
絶
滅
の
危
険
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。（
Ｂ
）
の
よ
う
に
種
類
が
多
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
種
が
数
も
十
分
に
あ
る
状
態
が
、

多
様
性
が
高
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
簡
単
に
い
う
と
、
複
雑
な
ほ
ど
高
く
、

単
純
な
ほ
ど
低
く
な
り
ま
す
。）

◆
な
ぜ
、
多
様
性
が
大
切
な
の
？

　

例
え
ば
、
水
槽
を
一
つ
の
環
境
と
考
え

る
と
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
餌

を
与
え
た
り
、
掃
除
を
し
た
り
、
温
度
や

水
質
の
管
理
も
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
自
然
の
中
で
は
、
生
産
・
消
費
・
分

解
を
す
る
多
様
な
生
物
た
ち
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
存
在
す
る
た
め
、
人
が
手
を
加
え
な

く
て
も
、
良
好
な
環
境
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
（
こ
の
環
境
と
生
物
か
ら
な
る
ま
と

ま
り
を
「
生
態
系
」
と
い
い
ま
す
）。
そ
の

中
で
種
ど
う
し
は
、
食
べ
た
り
食
べ
ら
れ

た
り
、
競
争
し
た
り
共
生
し
た
り
し
な
が

ら
、
増
え
す
ぎ
た
り
減
り
す
ぎ
た
り
す
る

の
を
自
然
に
防
い
で
い
ま
す
。

�
病
害
や
環
境
の
変
化
な
ど
、
困
っ
た
こ

と
が
お
こ
っ
た
と
き
に
、
多
様
性
が
高

い
方
が
全
滅
し
に
く
く
、
変
化
も
穏
や

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

�
海
・
川
・
森
林
・
里
山
な
ど
、
多
様
な

生
態
系
が
あ
り
、
観
光
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

�
同
じ
種
で
も
色
・
形
や
行
動
が
違
っ
た

り
違
う
遺
伝
子
を
も
っ
て
い
る
な
ど
、

地
域
ご
と
の
多
様
性
は
守
る
べ
き
自
然

の
文
化
財
だ
と
い
え
ま
す
。

◆
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

�
他
地
域
の
動
植
物
を
放
さ
な
い
。

　
　

そ
の
生
物
の
移
動
能
力
を
こ
え
て
移

動
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
地
域
特
有

の
生
態
系
や
遺
伝
子
を
か
く
乱
し
て
し

ま
い
ま
す
。

�
野
生
動
物
に 
餌 
付
け
し
な
い
。

え

　
　

餌
を
食
べ
て
い
る
も
の
だ
け
が
増
え

て
、バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

�
外
来
生
物
を
防
除
す
る
。

　
　

入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
を
と
り

除
き
、
も
と
の
生
態
系
に
も
ど
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

�
里
山
を
保
全
す
る
。

　
　

長
い
歴
史
の
中
で
維
持
さ
れ
た
里
山

に
依
存
し
て
い
る
生
物
も
い
ま
す
。
人

と
自
然
が
共
存
で
き
る
環
境
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

科
学
技
術
が
発
達
し
て
も
、
人
は
他
の

生
物
の
助
け
な
し
に
生
き
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
身
の
回
り
の
多

く
の
生
物
た
ち
が
、
人
の
活
動
に
よ
り
絶

滅
し
た
り
、
本
来
の
機
能
が
保
て
な
い
ほ

ど
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
上
彼
ら
の
す
み
か
を
奪

わ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
回

復
に
手
を
貸
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
生
物
多

様
性
を
保
全
し
、
豊
か
な
自
然
を
後
世
に

残
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
課　

�
内
線
四
五
三
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お
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ら
せ

七七七七七七七七七七七七七七七七
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一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗
大大大大大大大大大大大大大大大大
ごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみ
回回回回回回回回回回回回回回回回
収収収収収収収収収収収収収収収収
手手手手手手手手手手手手手手手手
数数数数数数数数数数数数数数数数
料料料料料料料料料料料料料料料料
のののののののののののののののの

七
月
一
日
か
ら
粗
大
ご
み
回
収
手
数
料
の

支支支支支支支支支支支支支支支支
払払払払払払払払払払払払払払払払
いいいいいいいいいいいいいいいい
方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法
がががががががががががががががが
変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす

支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
粗
大
ご
み
の
回
収
手
数
料
は
、

環
境
課
が
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
に
て
支
払
い
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
七
月
一
日
か
ら
粗
大
ご
み
回
収

手
数
料
納
付
券（
シ
ー
ル
）を
購
入
し
て
手

数
料
を
支
払
う
方
法
に
変
更
し
ま
す
。

※
券
の
種
類
は
五
〇
〇
円
券
、
一
〇
〇
〇

円
券
、
二
〇
〇
〇
円
券
の
三
種
類
で
す
。

※
粗
大
ご
み
の
種
類
・
金
額
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
し
た
粗
大
ご
み
は
従
来
ど
お

り
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
手
数

料
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

粗
大
ご
み
回
収
手
数
料
納
付

券
の
取
扱
店
に
は
「
粗
大
ご
み

回
収
手
数
料
納
付
券
取
扱
店
」

の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
記
載
さ
れ
て
い
る
取
扱
店

は
、
五
月
二
四
日
現
在
の
も

の
で
す
。
町
Ｈ
Ｐ
で
随
時
更

新
し
ま
す
。

●
木
古
庭
地
区

　

瀬
谷
商
店

●
上
山
口
地
区

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト　

葉
山
店

●
一
色
地
区

　
（
資
）
大
門
商
店

　
（
株
）京
急
ス
ト
ア　

葉
山
店

　

そ
う
て
つ
ロ
ー
ゼ
ン　

葉
山
店

●
堀
内
地
区

　

ロ
ー
ソ
ン　

葉
山
堀
内
店

　

太
田
屋
青
果
店

　

葉
山
町
役
場　

売
店

●
長
柄
地
区

　
（
有
）
笠
原
商
店

　

ス
ー
パ
ー
つ
ち
や

問
合
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内
線
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五
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粗
大
ご
み
回
収
手
数
料

納
付
券
取
扱
店

日
時　

六
月
六
日
（
日
）一
〇
時
〜
一

五
時
（
雨
天
決
行
）

場
所　

福
祉
文
化
会
館
及
び
そ
の
周

辺
内
容　

町
民
の
環
境
活
動
に
よ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

◆
地
産
地
消
広
場
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

広
場
、　

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

◆
環
境
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
竹
と

ん
ぼ
、
古
紙
再
利
用
等
）

◆
生
ご
み
処
理
コ
ー
ナ
ー
、　

古
本
無

料
交
換
市
、「
ご
み
へ
ら
し
隊
」

コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
セ
ミ
ナ
ー
（
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た

ち
を
救
お
う
等
）

◆
映
画
「
ク
ヌ
ー
ト
」
上
映

※
廃
食
油
・
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
回

収
を
し
ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
マ
イ
バ
ッ
ク
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
関
連
イ
ベ
ン
ト

〔
環
境
パ
ネ
ル
展
〕

六
月
四
日（
金
）ま
で
役
場
ロ
ビ
ー

に
て
展
示

問
合
せ　

は
や
ま
環
境
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
�
八
七
五－

六
八
七
七

（
担
当　

阿
部
）

第18回 はやま環境フェスタ第18回　はやま環境フェスタ
～人は変えられないから私が変わる　私からはじめるごみ減らし～

＊粗大ごみの回収までの流れ＊
１　クリーンセンターに粗大ごみの引取りを依頼する　　　　　　　
　電話での引取り依頼の際に、料金の確認をしてください。

�

２　確認した金額の粗大ごみ回収手数料納付券（シール）を取扱店舗
で購入する
複数の粗大ごみの回収を依頼している場合は、それぞれの粗大ごみ
に対応した金額のシールを購入してください。
例　テレビ台（回収手数料５００円）と掃除機（回収手数料５００円）

を捨てる場合は、１，０００円券を購入するのではなく、５００円券
を２枚購入してください。

�

３　粗大ごみに回収手数料相当分の納付券（シール）を貼る　　　　
例　テレビ台（回収手数料５００円）と掃除機（回収手数料５００円）

を捨てる場合
　　　　×　１，０００円券１枚を購入し、テレビ台にシールを貼る
　　　　×　５００円券２枚を購入し、テレビ台のみに貼る。（もしくは

掃除機のみに貼る）
　　　　○　５００円券２枚を購入し、テレビ台と掃除機それぞれに５００

円券を貼る

�

４　予約した日にシールを貼った粗大ごみを玄関先などの道路から見
える場所に出す

　　状況により立会が必要な場合もあります。

�

�

�
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昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
生
ご
み

処
理
機
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
機
種

①「
ベ
ラ
ン
ダ
�
キ
エ
ー
ロ
」（
幅
約
九
〇

×
奥
行
き
約
四
一
×
高
さ
約
九
〇
�
）

　

容
器
の
中
に
土（
黒
土
な
ど
）を
入
れ

て
使
い
ま
す
。
生
ご
み
（
最
大
約
五
〇

〇
�
／
日
が
目
安
）
を
埋
め
る
と
、
土

デ

　
de

生
ご
み
処
理
機

モ
ニ
タ
ー
2
0
1
0

募　集

中
の
微
生
物
が
分
解
し
ま
す
。
分
解
促

進
剤
な
ど
を
加
え
る
必
要
は
な
く
、
維

持
費
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
土
の
量
は
増

え
な
い
の
で
使
い
続
け
ら
れ
ま
す
。

②
「
ま
ぜ
ま
ぜ
」（
幅
約
七
一
×
奥
行
き

約
三
五
×
高
さ
約
三
六
�
）

　

昨
年
モ
ニ
タ
ー
を
実
施
し
た
く
る
く

る
と
同
じ
種
類
の
チ
ッ
プ
を
使
用
し
ま

す
。
生
ご
み
を
投
入
し
（
約
１
�
／
日

が
目
安
）、
へ
ら
等
で
混
ぜ
る
と
生
ご

み
が
分
解
さ
れ
ま
す
。

ご
み
の
量
（
重
さ
）
を
明
記
の
う
え
、

は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

で
環
境
課
（
住
所
等
は
、
本
頁
上
に
記

載
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
六

月
二
八
日
必
着
。

問
合
せ　

環
境
課　

�
内
線
四
五
一

　

メ
ー
ル：

k
an
k
y
ou
@
tow
n
.h
ay
am
a.

lg.jp

※
選
定
結
果
は
七
月
上
旬
に
は
が
き
で
通

知
し
ま
す
。

▲まぜまぜ

募
集
世
帯
数

①
・
②
合
計
で
百
世
帯
程
度

モ
ニ
タ
ー
期
間

八
月
一
日
〜
九
月
三
〇
日

応
募
条
件

町
在
住
で
モ
ニ
タ
ー
の
趣
旨

を
理
解
し
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
人

＊
生
ご
み
処
理
未
経
験
の
人
、
庭
の
な
い

人
を
優
先
し
ま
す
。

応
募
方
法

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
庭

の
有
無
、
生
ご
み
処
理
経
験
の
有
無
、

生
ご
み
処
理
を
現
在
し
て
い
る
か
、
希

望
機
種
、
一
日
あ
た
り
の
平
均
的
な
生

�
資
源
物
な
ど
の
回
収
拠
点
。

　

利
用
は
一
色
台
に
お
住
ま
い
の
人
に
限
り
ま
す
。

�

　

モ
デ
ル
地
区
で
あ
る
一
色
台
地
区
で
、

新
し
い
分
別
収
集
方
式
が
四
月
一
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
燃
や
す
ご
み
、
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
各
戸
が
家
の
前

に
出
す
戸
別
収
集
と
し
、
資
源
物
な
ど
は

地
区
内
の
回
収
拠
点
に
持
ち
込
む
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
回
収
拠
点
は
、
役
場
と

住
民
と
の
協
働
で
作
成
し
、「
ア
ル
ミ
缶
」

「
透
明
び
ん
」
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
用
途

ご
と
の
分
別
カ
ゴ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
更
な
る
ご
み
の
減
量
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

一
色
台
モ
デ
ル
地
区
で

新
し
い
収
集
方
式
ス
タ
ー
ト

　

役
場
の
入
り
口
で
も
「
使
い
や
す
い
」

と
評
判
の
傘
袋
。
お
店
や
車
の
中
で
、
濡

れ
た
傘
を
携
帯
す
る
の
に
と
て
も
便
利
で

す
。
不
要
に
な
っ
た
傘
布
で
あ
な
た
も
傘

袋
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

作
り
方
な

ど
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
「
ご
み

へ
ら
し
隊
」
が
教
え
ま
す
。

日
時

六
月
二
三
日（
水
）一
三
時
半
か
ら

場
所

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室
一

持
ち
物

ミ
シ
ン（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

＊
傘
布
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

申
込
み

環
境
課　

�
内
線
四
五
一

マ
イ
傘
袋
で
ご
み
減
量
！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

募　集

※写真はイメージです。実物は
デザイン等が変更になる場合
があります。

▲設置イメージ

▲ベランダdeキエーロ
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お
知
ら
せ

◆
平
成
二
二
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　
「
危
険
物　

事
故
は
瞬
間無

事
故
は
習
慣
」

　

今
日
、
石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険

物
は
、
一
般
家
庭
、
事
業
所
等
に
お
い
て

幅
広
く
利
用
さ
れ
、
国
民
生
活
に
深
く
浸

透
し
、
そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性
は
益
々

増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
所
に
お
け
る
自
主
保

安
体
制
の
確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
広
く
町
民
の
人
た
ち
に
対
し
て
危
険

物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
、
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
毎
年
六
月
の
第
二

週
を
「
危
険
物
安
全
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

〜
危
険
物
と
は
〜

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た

物
品
を
い
い
ま
す
。

一　

火
災
発
生
の
危
険
性
が
高
い

二　

火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

三　

消
火
の
困
難
性
が
高
い

　

私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ
リ

ン
・
灯
油
・
油
性
塗
料
等
が
あ
り
ま
す
。

〜
家
庭
内
の
危
険
物
の 

事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
〜

一　

保
管
の
ポ
イ
ン
ト

◎
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置

く
◎
高
温
に
な
る
場
所
に
は
置
か
な
い

◎
フ
タ
は
確
実
に
閉
め
る

二　

取
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト

◎
火
を
止
め
て
か
ら
給
油
す
る

◎
定
期
的
に
換
気
す
る

◎
使
用
中
は
火
気
厳
禁

〜
危
険
物
の
事
故
事
例
〜

《
事
例
一
》

　

台
所
で
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
を
使
用
中
に
、

使
い
終
わ
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
を
捨
て
る
た

め
に
穴
を
開
け
た
と
こ
ろ
、
缶
内
に
残
っ

て
い
た
ガ
ス
が
噴
出
し
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

の
火
が
引
火
し
火
災
と
な
っ

た
。

《
対
策
》

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
中
身
を
完

全
に
使
い
切
っ
て
か
ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。

《
事
例
二
》

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
さ
ず
に
燃
料

タ
ン
ク
に
灯
油
を
補
給
し
た
と
こ
ろ
、

誤
っ
て
灯
油
が
こ
ぼ
れ
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

火
に
引
火
し
火
災
に
な
っ
た
。

　
《
対
策
》

　

火
を
消
し
て
燃
料
を
補
給
し
、
周
囲
の

火
気
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
ス
プ
レ
ー
製
品
な
ど
普
段
何

気
な
く
使
用
し
て
い
る
も
の
の
中
に
も
危

険
物
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
「
正
し
い
取
扱
い
と
保
管
方
法
」「
危
険

特
性
」の
再
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置

は
お
済
み
で
す
か
？

　

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、
大
切

な
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
防
本
部　

�
八
七
六－

〇
一

一
九
内
線
三
二
二

�
　

消
防
団
と
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
地

域
の
安
全
と
安
心

を
守
る
た
め
に
活

躍
し
て
い
る
人
が

集
ま
る
、
消
防
機

関
の
一
つ
で
す
。

消
防
団
員
の
身
分

は
非
常
勤
の
特
別

職
公
務
員
と
な
り

ま
す
。
災
害
な
ど

消
防
団
員
募
集

が
発
生
し
た
時
に
は
、
消
火
活
動
、
避
難

誘
導
、
救
急
救
助
等
の
業
務
を
し
ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
時
に

は
、
災
害
救
助
に
必
要
な
技
術
の
訓
練
や

機
械
器
具
の
点
検
、
火
災
予
防
活
動
な
ど

を
し
ま
す
。
訓
練
等
は
、
休
日
や
夜
間
に

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
の

仕
事
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
に

配
慮
し
ま
す
。

対
象　

一
八
歳
以
上
の
健
康
な
町
在
住
在
勤
者

問
合
せ　

消
防
本
部
�
八
七
六－

〇
一
一
九

　

内
線
三
一
〇

�
　

五
月
一
六
日
（
日
）、
南
郷
上
ノ
山
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
体
力
練
成
や
相
互
の
親

睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
三
浦
半
島
四

市
一
町
の
消
防
団
員
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
葉
山
町

か
ら
は
木
古

庭
地
区
（
第

一
分
団
）
が

出
場
し
、
健

闘
し
ま
し
た
。

三
浦
半
島
消
防
団
員

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

危
険
物
安
全
週
間

危
険
物
安
全
週
間
六
月
六
日（
日
）か
ら

六
月
一
二
日（
土
）ま
で


